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宇治市政だより
［ 毎月1日・15日発行 ］

宇治フォト

火災からまもろう
	 みんなの文化財
	 １月26日は
	 	文化財防火デー

　　　　　 問予防課
 （ 39-9402）

　
積
極
的
・
主
体
的
に
行
動
出
来
る
人
材
を

求
め
て
い
ま
す
。

《
募
集
職
種
》技
師（
土
木
）

《
受
験
資
格
》昭
和
５３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

１２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
学
校
教
育

法
に
よ
る
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
も

し
く
は
大
学
等
で
土
木
の
専
門
課
程
を
修
得

し
、
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
３０
年
３
月
末

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
。
な
お
、
国
籍

は
問
い
ま
せ
ん
が
、
地
方
公
務
員
法
第
１６
条

の
規
定
に
よ
る
欠
格
条
項（
成
年
被
後
見
人

ま
た
は
被
保
佐
人
等
）に
該
当
す
る
人
は
受

験
出
来
ま
せ
ん
。

《
採
用
予
定
者
数
》若
干
名

《
第
１
次
試
験
日
》２
月
１８
日（
日
）

《
採
用
予
定
日
》４
月
１
日（
日
）

申
市
指
定
の
申
込
書
兼
履
歴
書
を
、
１
月
１５

日（
月
）～
２
月
6
日（
火
）（
必
着
）に
、
郵
送

（
特
定
記
録
郵
便
の
み
可
）か
人
事
課
窓
口

（
平
日
の
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
）

（
〒
611
・
8
5
0
1
宇
治
琵
琶
３３　

２０
・

8
7
0
3
）へ
。
実
施
要
項
等
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
も
出
来
ま
す
。

　
市
で
は
、
活
力
あ
る
高
齢
社
会
を
構
築
す
る

た
め
、
高
齢
社
会
対
策
協
議
会
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
実
際
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

《
募
集
人
数
》3
人（
◎
２０
歳
以
上
4０
歳
未
満
＝

1
人
◎
4０
歳
以
上
６５
歳
未
満
＝
1
人
◎
６５
歳
以

上
＝
1
人
）

《
任
期
》4
月
1
日
～
３３
年
3
月
３１
日

《
報
酬
》会
議
1
回
の
出
席
に
つ
き
9
9
0
0

円内
任
期
中
、
約
１０
回
の
会
議（
平
日
昼
間
）に
出

席
し
、
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
7
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
進
行
管
理
及
び
見
直
し
に

携
わ
り
ま
す
。
な
お
、
4０
歳
以
上
６５
歳
未
満
及

び
６５
歳
以
上
の
市
民
委
員
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
の
委
員
も
兼
任
し
、
約

6
回
の
会
議
に
も
出
席
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
で
２０
歳
以
上
の
人

申
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
、
応

募
動
機
及
び「
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
を
踏

ま
え
た
保
健
福
祉
施
策
及
び
介
護
保
険
事
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
作
文
」（
800
字
以
内
）を
、

2
月
5
日（
月
）ま
で（
必
着
）に
、
郵
送
で
、
健

康
生
き
が
い
課（
〒
611
・
8
5
0
1
宇
治
琵
琶

３３
）へ
。

高
齢
社
会
対
策
協
議
会
の
市
民
委
員
を
募
集

問
健
康
生
き
が
い
課（

内
線
2
3
2
9
）
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問
行
政
経
営
課（

２１
・
1
5
8
4
）

対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
・
団
体

◎
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

◎
本
市
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
個

人
及
び
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

◎
本
市
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す
る
個
人
及

び
法
人

◎
前
記
対
象
者
の
他
、
本
大
綱（
初
案
）に
利
害

関
係
を
有
す
る
人

《
応
募
方
法
》所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
書

き
、
1
月
２4
日（
水
）ま
で（
必
着
）に
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
か
、
行
政
経
営
課
窓
口

（
〒
611
・
8
5
0
1
宇
治
琵
琶
３３　

FAX
２０
・

8
7
7
8　

gyoseikeieika@
city.uji.k

yoto.jp

）、
ま
た
は
市
の
主
な
公
共
施
設
に

設
置
の「
市
民
の
声
投
書
箱
」へ
。
意
見
に
対
す

る
個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、
意
見
の
概
要
と

そ
れ
に
対
す
る
考
え
方
を
ま
と
め
、
後
日
公
表

し
ま
す
。

《
資
料
の
閲
覧
》本
大
綱（
初
案
）及
び
所
定
の
様

式
は
、
同
課
・
市
役
所
1
階
行
政
資
料
コ
ー

ナ
ー
・
市
の
主
な
公
共
施
設
の
他
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
出
来
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

第
７
次
行
政
改
革
大
綱
（
初
案
）

0１  11/27 から植物公園の「花と水
のタペストリー」が「干支　 戌」に（2
月下旬まで ）

02  12/1 に、女子第 29 回全国高
等学校駅伝競走大会に出場する
立命館宇治高等学校の選手らを
市役所で激励

03 宇治市介護者 （ 家族 ） の会が第
49 回「社会貢献者表彰」で日
本財団賞を受賞 （ 写真は 11 月
29 日の市役所での報告会 ）

04  12/2・3 に ＵＪＩ あさぎりフェス
ティバルを開催

05  12/17 に食べきりフェスタを開
催

06 12/12・13・15 に市立南部小学
校でコミュニケーションロボット

『ＮＡO』を使ったロボットプロ
グラミングの授業を開催 （ 府内
初 ）

第
７
次
行
政
改
革

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
や
厳
し

い
財
政
状
況
が
見
込
ま
れ
る
中
、
本
市
を
取
り

巻
く
環
境
は
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
で
あ

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
も
、
市
民
満
足
度

を
高
め
、
市
民
福
祉
の
維
持
・
増
進
を
図
る
と

共
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
夢
と

希
望
に
あ
ふ
れ
魅
力
あ
る
宇
治
市
を
築
く
未
来

へ
の
投
資
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
先
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な

財
政
構
造
の
構
築
と
共
に
、
将
来
の
人
口
規
模

や
人
口
構
成
を
見
据
え
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
役

割
、
質
や
量
、
そ
し
て
提
供
主
体
な
ど
の
見
直

し
等
、
不
断
の
行
政
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
行
政
改
革
審
議
会
か
ら
の
答
申
を

踏
ま
え
第
7
次
行
政
改
革
大
綱（
初
案
）を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
計
画
的
な
財
政
健

全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
行

政
改
革
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、（
仮
）

財
政
健
全
化
推
進
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

（仮）財政健全化推進プラン
を策定中です

 

●
市
職
員
採
用
試
験
●

■男女共同参画支援センター関係団体の登録募集
《目的》団体・グループの活動支　援
　とネットワークづくり
《登録要件》次の全てを満たす団体
　 ◎男女共同参画社会の推進を目

的とした活動を行っている◎営
利・政治・宗教活動を目的としな
い◎原則、会員の過半数が市内
在住・在勤・在学◎センターが主
催する事業に参加・協力出来る
◎原則、会則等による運営が行
われている◎市内に活動拠点

（支　部も含む）を持っている

《支援内容》次のとおり
　 ◎同センター会議室の利用申請

が4カ月前から可能◎3階活動
スペースに設置している情報交
流BOXの使用が可能

《登録期間》4月1日～ 31年3月31
　日
《申し込み》登録申請書に、団体・グ
　 ループの29年度の活動状況等

の資料を添え、1月16日（火）～
3月1日（木）（必着）に、郵送・E
メールか同センター窓口へ。

■日頃の成果を発表しよう！　ギャラリー・ステップ・ワン展示作品募集

問 男女共同参画支　援センター（〒611-0021宇治里尻5-9ゆめりあ うじ内　 39-9377　 FAX 39-9378 
danjokyoudou@city.uji.kyoto.jp）

《展示期間》3 月 29 日（木）～ 31
　 年 3 月 27 日（水）のうちの 2

週間（詳しくは、同センターへ）
《展示場所》ゆめりあ うじ１階展
　 示ケース（幅 480㎝×奥行き

30㎝×高さ 200㎝）
《対象》市内在住・在勤・在学の
　 人または活動拠点が市内にある

か、会員の過半数が市内在住・
在勤・在学の団体

《募集する作品》日頃の活動成果、
　 テーマや意図が明確な手づくり

作品（営利・宗教・政治活動を
目的とする作品は不可）

《募集数》18 件（多数の場合抽選）
《費用》無料
《申し込み》「ギャラリー・ステッ
　 プ・ワン」・氏名（団体名）・住

所（団体は代表者）・連絡先（電
話番号か E メールアドレス）・

展示物の紹介・「展示作品のアピール」か「発
信したいメッセージ」（200 字程度）・展示
希望月（第３希望まで）を、１月１６日（火）
～２月１０
日（土）（必
着）に、郵送・
フ ァ ク ス・
Ｅメールか、
同センター
窓口へ。

問資産税課（ 内線 2126）

なぜ策定が必要？
　今後４年間（平成 ３０ ～ ３３ 年度）にお
ける一般会計の収支　不足額が約 ８５ 億
円見込まれます（下表のとおり）。

　

　持続的に質の高い市民サービスの提
供と魅力あるまちを築くためには、健
全で持続可能な行財政運営が必要で
す。

　抜本的な事務事業の見直しや歳入の
確保など、財政健全化に向けた取り組
みを計画的に推進するため、プランを
策定します。

表：収支の見込み（単位：億円）

約 85 億円の
不足

歳入 歳出 差引
（収支不足額）

30年度 623.4 633.9 △ 10.5
31 年度 623 644.4 △ 21.4
32 年度 627.1 652 △ 24.9
33 年度 624.5 652.5 △ 28.0

問財務課（ 20-8715）
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問市民税・府民税に関すること…市民税課（ 20-8718）
　確定申告（所得税及び復興特別所得税）に関すること…宇治税務署（ 44-4141）

申告内容 とき（土・日曜日、祝日を除く） ところ
市民税・府民税の申告

※�右記期間中は、市民税課窓口では受け付けて
いません。また、会場が混雑するため、出来
る限り郵送で申告してください。

2 月 15 日（木）～ 3 月 15 日（木）
◎午前 8時半～正午◎午後 1時～ 4時

※番号札は、午前の部は午前 8時半から 140 人程度、
　午後の部は午前の部配布終了後から 140人程度配布

市役所 1 階
市民交流ロビー

確定申告
（所得税及び復
興特別所得税）

年金・給与所得のみの
確定申告

※�税理士による申告相談が出来ま
す。「譲渡所得」や「贈与税」に
関する相談は行っていません。

2 月 6 日（火）～ 2 月 9 日（金）
◎午前 9時半～正午◎午後 1時～ 4時
（相談受付時間は、午後 3時まで）

※番号札は、午前の部は午前 8時半から 150 人程度、
　午後の部は午前の部配布終了後から 200人程度配布

産業会館
※問い合わせは、宇治税務
　署へ。

年金・給与所得を含む
すべての確定申告

※�税務署職員によるアドバイスが
受けられます。

2 月 16 日（金）～ 3 月 15 日（木）
◎午前 9時～午後 5時

（相談受付時間は、午後 4時まで）
※ 2月 18日 ( 日 )・25日 ( 日 ) は休日開設日

宇治税務署
※�駐車場は 2月 8日（木）
から使用出来ません。臨
時駐車場（約 500m西）
を利用してください。

■申告対象者
◎30年1月1日現在、宇治市内に住所もしくは住民登録
　がある人。
◎源泉徴収票に、配偶者控除、扶養控除、寡婦（夫）控除、障
　害者控除が正しく記載されていない人。
　公的年金の収入が複数ある場合、これらの人的控除が源
　泉徴収票に記載されていない場合があり、申告がないと
　控除が受けられません。必ず確認してください。
◎29年中に収入がなかった人（※遺族年金・障害年金等の
　みの収入の人も含む）。
　社会保険料の算定、老齢福祉年金の支給等の基礎資料に
　なるため、「所得がなかった」旨の申告が必要です。また、
　所得証明書・非課税証明書を請求する場合も申告が必要
　です。
※確定申告をする人は、市民税・府民税の申告は不要です。

■申告書
　昨年申告した人等には2月初めごろに送付します。申告
書が必要な人で届いていない場合は、同課へ問い合わせて
ください。申告書は同課で配布の他、市ホームページから
印刷も出来ます。
■音声テープによる案内
　視覚障害者等を対象に、申告方法等を説明した音声テー
プを作成しています。希望する人は、市民税課へ。
■市民税・府民税の郵送での申告
　申告書に必要事項を記入・押印し、必要書類を添え、同課
へ。下記の「申告に必要なもの」参照の上、必要書類の添付
漏れがないよう注意してください。
※受付書の返送を希望する場合は、返信用封筒（宛先を書
　き、切手を貼付）を同封してください。

● 市民税・府民税について

● 申告に必要なもの （市民税・府民税、所得税及び復興特別所得税共通）

■インターネットで確定申告（所得税及び復興特別所得税）が出来ます！
　e-Tax（国税電子申告・納税システムHP http://www.e-tax.nta.go.jp）が利用出来ます。詳しくは、宇治税務署へ。

□印鑑（認印可）
□マイナンバーカード（注1）
　※マイナンバーカードを持っていない人は、通知カード
　　等個人番号が確認出来る書類と、運転免許証等の本人
　　確認書類が必要
□29年中の収入金額や必要経費が分かるもの
　源泉徴収票、支払調書等
　※2カ所以上から給与等を受けている場合、原則全ての
　　源泉徴収票や支払調書が必要
□所得控除を受けるために必要な書類
　◎社会保険料の領収書等（注2）
　◎生命保険料・地震保険料等の控除証明書
　◎医療費の明細書（注3）
　◎扶養親族が国外居住者の場合、親族関係書類及び送金
　　関係書類
　◎障害者手帳・学生証（在学証明書）（注1）

（注1）�郵送による申告の場合は、写しを添付してください。
マイナンバーカードは両面、本人確認書類は住所・氏
名・生年月日が確認出来る面の写しが必要です。

（注2）国民年金保険料等については控除証明書
（注3）�医療費控除を受ける場合は、1年間の医療費につい

て、医療を受けた人ごとに支払先・支払金額・保険金
等で補てんされる金額と合計額等を書いた明細書を
作成してください（本年から領収書の提出は不要で
す。ただし、自宅で5年間保存してください）。また、
セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）を
受ける場合は、明細書にその旨を必ず記入してくだ
さい。セルフメディケーション税制の申告には、明
細書と、特定健康診断、予防接種等の一定の取組を
行ったことを明らかにする書類の添付または提示が
必要です。医療費控除とセルフメディケーション税
制との併用は出来ませんので注意してください。

※混雑の状況により、早めに相談受付を終了する場合があります。
※期間の前半は大変混雑するため、待ち時間が長くなる場合があります。

市民税・府民税、所得税及び復興特別所得税の申告が始まります

　
出
展
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
ま
な
び
」あ
い

な
が
ら
楽
し
く
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

※
一
部
有
料
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

時
2
月
3
日（
土
）・
４
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
3
時　
所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

３
日（
土
）

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

午
前
９
時
45
分
～

「
よ
さ
こ
い
踊
り
」佛
教
大
学
よ
さ
こ
い
サ
ー
ク

ル
紫
踊
屋

●
午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
マ
グ
ペ
ッ
ト
づ
く
り
◆
パ
ソ
コ
ン
画
で
遊
ぼ

う
◆
木
版
画
摺
り
体
験
◆
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
組

み
立
て
て
、
レ
ー
ス
を
し
よ
う
◆
ス
ト
ロ
ー
と

牛
乳
パ
ッ
ク
で
竹
と
ん
ぼ
作
り
◆
こ
こ
ろ
の
は

な
カ
ラ
ー
＆
ヨ
ー
ガ
◆
パ
ソ
コ
ン
で
お
絵
か
き

体
験
◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
＆
ミ
シ
ン
キ
ル
ト
◆

「
折
紙
」と
わ
が
街
、
な
ん
じ
ゃ
こ
れ
？
写
真
展

◆
ク
イ
ズ
で
宇
治
の
観
光
◆
紫
踊
屋
と
一
緒
に

鳴
子
っ
て
踊
ろ
う
や
！
◆
バ
レ
ン
タ
イ
ン
タ
グ

作
り
◆
か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル

●
午
前
10
時
～
正
午

◆
簡
単
・
か
わ
い
い
・
吊
り
フ
ラ
ワ
ー
◆
お
手

玉
で
遊
ぼ
う
！

●
午
後
1
時
～
3
時

◆
ぬ
り
え
と
展
示
◆
む
か
し
ば
な
し
の
か
み
し

ば
い
◆
ダ
ン
ス
で
若
々
し
く
健
康

●
軽
食

◆
ぜ
ん
ざ
い
◆
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
◆
パ
ン
・
焼
き

菓
子
・
コ
ー
ヒ
ー
・
ソ
フ
ト
ア
イ
ス
等

４
日（
日
）

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ 
午
前
９
時
45
分
～

「
よ
さ
こ
い
踊
り
」京
都
山
城
み
つ
ば
家

●
午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
押
し
花
で
コ
ー
ス
タ
ー
と
し
お
り
作
り
◆
市

生
涯
学
習
審
議
会
の
紹
介
◆
電
子
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
◆
世
界
の
文
化
◆
チ
ョ
コ
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ

し
よ
う
！
◆
作
っ
て
遊
ぼ
う〝
コ
マ
回
し
〟◆
科

学
教
室
◆
よ
さ
こ
い
踊
り
を
体
験
し
よ
う
！
◆

災
害
に
備
え
る
非
常
食
づ
く
り
の
実
演（
午
前
）

と
各
地
域
の
防
災
リ
レ
ー
報
告（
午
後
）◆
姿
勢

と
動
き
を
改
善
！
発
育
発
達
の
コ
ア
コ
ン
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
◆
木
工
ひ
ろ
ば

●
午
前
10
時
～
正
午

◆
力
を
ぬ
い
て 

丹
田
呼
吸
法
を
!!
◆
こ
ど
も

茶
席
◆
椅
子
に
座
っ
て
気
軽
に
で
き
る
ヨ
ー
ガ

体
験
◆
童
謡
叙
情
歌
＆
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
歌

お
う
!
◆
英
語
で
遊
ぶ
！
楽
し
む
！

●
午
後
1
時
～
3
時

◆
ビ
ジ
ュ
ー
式
お
か
た
づ
け
カ
ー
ド
で
楽
し
く

片
付
け
を
学
ぼ
う
◆
体
験
し
よ
う
！
ロ
ウ
リ
ー

ボ
ー
ル（
太
極
柔
力
球
）◆
や
っ
て
み
よ
う
！

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

●
軽
食

◆
き
つ
ね
う
ど
ん
◆
松
茸
風
味
炊
き
込
み
ご

飯
・
お
野
菜
い
っ
ぱ
い
豚
汁
◆
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

◆
焼
き
菓
子
・
コ
ー
ヒ
ー
等

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（

39
・
9
5
0
0
）

宇
治
ま
な
び
ん
ぐ
２
０
１
８

宇
治
ま
な
び
ん
ぐ
２
０
１
８

　
　
～
つ
な
が
れ 

ひ
ろ
が
れ 

ま
な
び
の
　
　  

～

表 1：歴史コース　近世Ⅲ 秀吉の時代
とき 内容・講師

3/17( 土 ) 変わり行く「都」の風景～乱世後の新生京都～＝下坂守さん（京都国立博物館名誉館員）

4/7( 土 ) 豊臣秀吉天下統一の大坂城＝中井均さん（滋賀県
立大学教授）

5/12( 土 ) 本阿弥光悦と角倉了以・素庵～京都文化の源流～＝五島邦治さん（京都造形芸術大学大学院教授）

6/2( 土 ) 朝鮮出兵（文禄・慶長の役）と倭城＝井上直樹さ
ん（京都府立大学准教授）

7/7( 土 ) まぼろしの東山大仏＝山本雅和さん（京都市埋蔵
文化財研究所調査課係長）

表 2：宇治学コース　宇治、多様な文化の残滓
とき 内容・講師

3/24( 土 )
知ってるようで知らない着物の歴史と模様～衣服
にあやなす日本の心～＝桑原有寿子さん（平等院
学芸員）

4/21( 土 ) 後醍醐天皇の討幕活動=上横手雅敬さん（京都大学名誉教授）

5/26( 土 )
宇治茶の文化力～幻の工芸品“茶の木人形”の歴
史的変遷とその魅力～＝田中正流さん（平等院
ミュージアム鳳翔館学芸員）

6/16( 土 ) 宇治の古代寺院＝菱田哲郎さん（京都府立大学教授）

7/21( 土 ) 宇治上神社の謎を読み解く＝杉本宏さん（京都造形芸術大学客員研究員）

時内講表1・2のとおり。時間は、午前10時～ 11時半
所生涯学習センター
定先各回200人
￥各回500円（5回券2千円のチケットを３～５月の
　講座で販売します）

30 年度前期講座

歴史文学塾（30年度前期）
時内表3のとおり。時間は、午前10時～ 11時半
所生涯学習センター
定先150人
講早島大祐さん（京都女子大学教授）
￥2千円（5講座一括）
申「歴史文学塾」・氏名（ふりがな）・住所・年齢・電話番
　号を、1月20日（土）～ 2月10日（土）（消印有効）に、
　郵送で、宇治市民大学事務局・吉田さん（〒611-000
　2木幡熊小路19-48）へ。

表 3：応仁の乱
とき 内容
3/6( 火 ) 足軽の母は室町社会
4/10( 火 ) 牢人都市京都
5/15( 火 ) 骨皮道賢
6/12 ( 火 ) 足利義政と伊勢貞親
7/10 ( 火 ) ※ 応仁の乱からの復興
※＝午前 10時～正午

問生涯学習センター（ 39-9500）または宇治市民大学事務局・吉田さん（ 080-1526-6042）

宇治市民大学の講座
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市
立
幼
稚
園
こ
ど
も
展

時
1
月
20
日（
土
）～
23
日（
火
）午
前
9
時
～
午

後
4
時（
23
日（
火
）は
午
後
3
時
半
ま
で
）　
所

中
央
公
民
館　
問
学
校
教
育
課
ま
た
は
各
市
立

幼
稚
園

30
年
度
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者

の
登
録
申
請

　
年
間
186
日
、
1
日
約
1
万
2
千
食
の
小
学
校

給
食
に
必
要
な
物
資（
食
材
）を
納
入
す
る
業
者

の
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。　
申
市
学
校

給
食
会
事
務
局（
学
校
教
育
課
内
）に
あ
る
申
請

書
類
を
、
1
月
15
日（
月
）～
31
日（
水
）に
同
課

へ
。
登
録
条
件
等
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
学
習
会

　
大
人
と
し
て
、
親
と
し
て
子
ど
も
の
心
を
ど

う
理
解
し
関
わ
っ
て
い
く
か
を
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。　
時
１
月
31
日（
水
）午
後
7
時

～
９
時　
所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
内
講
演

「『
教
育
と
は
心
に
灯
を
と
も
す
こ
と
』～
不
登

校
で
あ
っ
て
も
私
は“
わ
た
し
”で
い
た
い
～
」　

講
千
原
美
重
子
さ
ん（
滋
賀
県
臨
床
心
理
士
会

副
会
長
）　
問
教
育
支
援
課
適
応
指
導
係（

39
・
9
2
8
3
）

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

時
1
月
28
日（
日
）午
後
1
時
～
4
時　
所
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー　
定
200
人　
内
式
典（
感
謝
状

贈
呈
）、
実
践
活
動
報
告（
地
域
青
少
協
等
の
活

動
報
告
）、
講
演（
広
野
中
学
校
校
長
）　
問
教

育
支
援
課
家
庭
地
域
支
援
係

こ
ど
も

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

援
助
会
員
募
集

　
子
ど
も
の
預
か
り
や
送
迎
等
の
子
育
て
の
お

手
伝
い
が
出
来
る
人（
援
助
会
員
）を
募
集
し
て

い
ま
す
。
前
日
ま
で
に
援
助
会
員
の
登
録
の
う

え
、
次
の
講
習
及
び
普
通
救
命
講
習
の
受
講

（
本
号
8
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）が
必
要
で
す
。　
時

2
月
14
日（
水
）午
前
9
時
半
～
午
後
4
時
半

（
受
け
付
け
は
午
前
9
時
15
分
～
）　
所
ゆ
め
り

あ 

う
じ　

対
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
人　

申
1
月
15
日（
月
）～
2
月
9
日（
金
）に
、
同
セ

ン
タ
ー（

39
・
9
3
0
9
）へ
。

子
育
て
講
座

「
親
子
で
一
緒
に
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

時
1
月
31
日（
水
）午
前
10
時
半
～
11
時
半　
所

南
部
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
対
市
内
在

住
の
お
お
む
ね
１
歳
～
就
学
前
の
子
と
親　
定

先
20
人　
申
1
月
16
日（
火
）～
29
日（
月
）に
、

地
域
子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー（

39
・

9
1
0
9
）へ
。

ひ
と
り
親
家
庭
中
学
校
卒
業
祝
い
品

の
贈
呈

対
今
春
、
中
学
校
を
卒
業
予
定
の
ひ
と
り
親
家

庭
の
生
徒　
申
1
月
29
日（
月
）～
２
月
９
日

　
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
情
報
を
お
届
け

し
ま
す
。

（
金
）に
、
申
込
先
に
あ
る
所
定
の
申
込
書
を
、

地
域
の
母
子
会
役
員
か
こ
ど
も
福
祉
課
窓
口

へ
。
祝
い
品
の
受
け
取
り
は
、
３
月
１２
日（
月
）

～
１６
日（
金
）に
申
込
時
に
渡
す
引
換
証
を
持
っ

て
申
込
先
へ
。　
問
連
合
母
子
会
・
岡
本
さ
ん

（

22
・
0
5
6
3
）ま
た
は
、
こ
ど
も
福
祉
課

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す
知
事
と
新

入
学
児
童
等
の
つ
ど
い

時
3
月
4
日（
日
）午
前
10
時
半
～
午
後
2
時
半　

所
京
都
テ
ル
サ 

（
京
都
市
南
区
）　
対
今
春
、

小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家

庭（
京
都
市
在
住
除
く
。
兄
弟
姉
妹
も
参
加
可
）　

定
抽
75
組　
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
記
念
品

贈
呈（
欠
席
者
除
く
）、
昼
食
付　
申
は
が
き
に

「
新
入
学
児
童
等
の
つ
ど
い
参
加
希
望
」、
保
護

者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
、
新
入
学
児
童

及
び
同
行
の
兄
弟
姉
妹
の
名
前
・
フ
リ
ガ
ナ
・

生
年
月
日
・
性
別
、
自
宅
の
最
寄
り
駅
、
参
加

人
数
を
書
き
、
2
月
9
日（
金
）ま
で（
必
着
）

に
、
母
子
家
庭
は
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
、

父
子
家
庭
は
府
民
生
児
童
委
員
協
議
会（
い
ず

れ
も
、
〒
604
・
0
8
7
4
京
都
市
中
京
区
清

水
町
375　
京
都
府
立
総
合
社
会
福
祉
会
館
内
）

へ
。　

問
山
城
北
保
健
所
福
祉
室（

21
・

2
1
0
2
）

就
学
通
知
書
の
送
付

　
１
月
中
旬
以
降
に
、
今
春
に
市
立
小
・
中
学

校
へ
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
宛
て
に

就
学
通
知
書
を
送
り
ま
す
。
通
知
書
が
届
か
な

い
人
や
国
立
・
府
立
・
私
立
の
学
校
に
入
学
す

る
人
、
住
所
等
を
変
更
す
る
人
は
学
校
教
育
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
・
福
祉

地
域
自
立
支
援
協
議
会　
交
流
会

時
2
月
1
日（
木
）午
後
3
時
～
5
時　
所
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー　
定
先
100
人　
内
◎
講
演「
我

が
事
丸
ご
と
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
」◎
報
告　
講
南
孝
徳
さ
ん（
府
障
害
者
支
援

課
長
）　
申
1
月
16
日（
火
）～
26
日（
金
）（
消
印

有
効
）に
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
か
障
害
福
祉
課

窓
口（
FAX
22
・
7
1
1
7
）へ
。
手
話
・
要
約
筆

記
等
の
必
要
な
人
は
1
月
24
日（
水
）ま
で
に
同

課
へ
。

健
康
生
き
が
い
課
の
無
料
講
座

申
講
座
名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
・
年
齢
、
①
～
④
の
講
座
で
保
育
希
望
者

は
子
の
名
前
・
年
齢
を
、
1
月
15
日（
月
）～
29

日（
月
）（
必
着
）に
郵
送
・
E
メ
ー
ル
か
同
課

窓
口（

oubo

-kenkou@
city.uji.kyoto.

jp

）へ
。

�

①
食
育
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
・
冬
編
～
広
げ

よ
う
健
康
づ
く
り
の
輪
～

　
こ
の
講
座
は
前
述
の
申
込
方
法
の
他
、
小
倉

公
民
館
・
木
幡
公
民
館
窓
口
で
も
1
月
26
日

（
金
）ま
で
申
し
込
み
出
来
ま
す
。　
時
所
◎
2

月
15
日（
木
）＝
小
倉
公
民
館
◎
2
月
27
日（
火
）

＝
木
幡
公
民
館
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
15
分
～

午
後
1
時　
対
20
歳
以
上
の
市
民（
保
育
あ
り

〈
3
人
〉）　
定
抽
各
16
人（
今
年
度
初
参
加
者
を

優
先
）　
内
ご
飯
、
た
ら
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
焼
き
、

豆
腐
の
サ
ラ
ダ
、
ふ
ろ
ふ
き
大
根
、
に
ん
じ
ん

と
か
ぼ
ち
ゃ
の
ゼ
リ
ー

②
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
食
育
講
座

情
報
B
O
X

●●
青
春
歌
声
ひ
ろ
ば

時
2
月
4
日（
日
）午
後
1
時
半
～
3
時
半　
所

広
野
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
対
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
５０
歳
以
上
の
人　
定
先
50
人　
￥

２００
円　
持
飲
み
物　
申
1
月
16
日（
火
）～
2
月

2
日（
金
）に
同
公
社
へ
。

生
涯
学
習・ス
ポ
ー
ツ

生
涯
学
習
課

問
同
課（
〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
琵
琶
45
‐
14 　

FAX
39
・
9
5
0
1　

shogaigakushuka
@
city.uji.kyoto.jp

）

●●
視
覚
障
害
者
教
室
健
康
講
座

　
健
康
食
品
、
特
定
保
健
用
食
品
、
医
薬
品
等

を
安
全
に
使
用
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
知
識
を

学
び
ま
す
。　
時
2
月
9
日（
金
）午
後
2
時
～

3
時
半　
所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
対
市
内
在

住
・
在
勤
の
視
覚
障
害
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

定
先
30
人　
申
講
座
名
、
氏
名
・
電
話
番
号
・

フ
ァ
ク
ス
番
号
、
車
い
す
の
有
無
・
同
伴
者
介

助
者
の
有
無
を
、
1
月
16
日（
火
）～
31
日（
水
）

（
必
着
）に
、
郵
送
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E

メ
ー
ル
か
同
課
窓
口
へ
。

●●
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

時
所
◎
よ
る
の
ひ
ろ
ば
＝
2
月
16
日（
金
）午
後

7
時
半
～
9
時
、
黄
檗
体
育
館
◎
あ
さ
の
ひ
ろ

ば
＝
2
月
17
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午
、
西
宇

治
体
育
館　
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

内
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球 

等　
持
上
履
き
、

ス
ポ
ー
ツ
の
出
来
る
服
装　
他
保
育（
あ
さ
の

ひ
ろ
ば
の
み
）は
就
学
前
ま
で（
開
催
日
の
8
日

時
2
月
16
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
1
時　
所

う
じ
安
心
館　
対
20
～
64
歳
の
市
民（
保
育
あ

り
）　
定
抽
20
人　
内
食
事
と
生
活
習
慣
病
に

つ
い
て
の
話
、
塩
分
・
脂
控
え
め
の
旬
の
野
菜

を
使
っ
た
調
理
実
習

③
か
ら
だ
リ
セ
ッ
ト
講
座

時
2
月
19
日（
月
）・
26
日（
月
）午
前
9
時
半
～

11
時
半（
2
回
講
座
）　
所
う
じ
安
心
館　
対
20

～
64
歳
の
市
民
で
全
回
参
加
出
来
る
人（
保
育

あ
り
）　
定
抽
25
人　
内
◎
19
日
＝
メ
タ
ボ
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
食
事
の
話
◎
26

日
＝
健
康
運
動
指
導
士
と
共
に
運
動
実
技

④
～
測
っ
て
み
よ
う
骨
密
度
～
骨
粗
し
ょ

う
症
予
防
講
座

時
3
月
2
日（
金
）午
前
9
時
半
～
正
午
の
う
ち

2
時
間
程
度（
受
付
時
間
は
指
定
）　
所
う
じ
安

心
館　
対
20
～
64
歳
の
市
民（
保
育
あ
り
）　
定

抽
60
人　
内
骨
密
度
測
定
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の

予
防
に
つ
い
て
の
話
と
運
動
実
技

⑤
楽
し
く
体
を
動
か
そ
う
！
す
っ
き
り

Body

講
座

時
2
月
27
日（
火
）午
前
9
時
45
分
～
11
時
半　

所
木
幡
公
民
館　
対
20
～
64
歳
の
市
民　
定
抽

20
人　
内
保
健
師
の
話
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
約

40
分
）

⑥
こ
れ
な
ら
で
き
る
筋
ト
レ
講
座

時
2
月
13
日（
火
）午
後
2
時
～
4
時　
所
う
じ

安
心
館　
対
６５
歳
以
上
の
市
民　
定
抽
25
人　

内
骨
や
筋
肉
等
の
か
ら
だ
を
動
か
す
機
能
を
保

つ
た
め
に
効
果
的
な
運
動
実
技

⑦
骨
コ
ツ
★
ロ
コ
モ
予
防
講
座

時
3
月
2
日（
金
）午
後
1
時
半
～
4
時
の
う
ち

2
時
間
程
度（
受
付
時
間
は
指
定
）　
所
う
じ
安

心
館　
対
６５
歳
以
上
の
市
民　
定
抽
70
人　
内

骨
密
度
測
定
、
ロ
コ
モ
予
防
に
つ
い
て
の
話
と

運
動
実
技

⑧
食
事
で
変
え
る　
高
血
圧
予
防
講
座

時
2
月
23
日（
金
）午
後
2
時
～
4
時　
所
う
じ

安
心
館　
対
６５
歳
以
上
の
市
民　
定
抽
20
人　

内
血
圧
と
食
生
活
に
つ
い
て
の
話
、
減
塩
食
の

試
食社

会
福
祉
協
議
会

問
同
協
議
会（

２２
・
５６５０



）

●●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ロ
ン

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
人
と
力
を
必

要
と
し
て
い
る
人
を
つ
な
ぎ
ま
す
。　
時
2
月

4
日（
日
）午
後
1
時
半
～
3
時
半　
所
総
合
福

祉
会
館　
￥
100
円（
喫
茶
引
換
券
）

●●
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
＆
サ
ー

ク
ル
紹
介

　
相
手
に
寄
り
添
い
話
を
聴
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　
時
2
月
22

日（
木
）午
後
1
時
半
～
4
時　
所
総
合
福
祉
会

館　
講
中
瀬
真
弓
さ
ん（
京
都
い
の
ち
の
電
話

事
務
局
長
）　
定
先
30
人　
申
1
月
16
日（
火
）

～
2
月
19
日（
月
）に
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
か
同
協

議
会
窓
口（
FAX
22
・
5
6
5
4
）へ
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
公
社

問
同
公
社（

28
・
3
1
5
4
）

●●
こ
だ
わ
り
料
理
教
室

時
1
月
26
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
2
時　
所

東
宇
治
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
対
５０
歳
以
上
の

人　
定
先
20
人　
内
お
ろ
し
蓮
根
と
海
老
の
揚

げ
だ
し
、
ふ
ろ
ふ
き
大
根 

他　
￥
◎
市
内
在

住
＝
２
千
円
◎
市
外
在
住
＝
２５００



円　

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
筆
記
具
、
持
ち
帰

り
用
の
タ
ッ
パ
ー　
申
1
月
16
日（
火
）～
23
日

（
火
）に
同
公
社
へ
。

前
ま
で
に
電
話
で
同
課
へ
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
琵
琶
45
‐
14

39
・
9
5
0
0
FAX
39
・
9
5
0
1

shogaigakushu@
city.uji.kyoto.jp

U
j
i
★
手
づ
く
り
市
出
展
者
募
集

時
3
月
10
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
3
時　
対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
。
団
体
の
場
合

は
会
員
の
過
半
数
が
宇
治
市
民
で
あ
る
こ
と
。　

定
抽
18
区
画　
￥
◎
１
区
画（
２００
㎝
×
２００
㎝
）＝

千
円
◎
備
品
１
式
＝
５００
円　
申
所
定
の
用
紙

を
、
2
月
10
日（
土
）ま
で（
必
着
）に
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口

へ
。
所
定
の
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
も
出
来
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
上
映
会「
父
と
暮
せ
ば
」

時
3
月
10
日（
土
）◎
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
半

～（
開
場
は
午
前
10
時
）◎
午
後
の
部
＝
午
後
1

時
半
～（
開
場
は
午
後
1
時
）　
定
先
各
部
200
人　

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
字
幕
・
副
音
声
の
映

画
上
映
会　
￥
500
円　
申
3
月
9
日（
金
）ま
で

に
同
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会（

22
・
5
6
5
0
）へ
。

ミ
ニ
講
習
会　
水
彩
画「
菜
の
花
」

時
2
月
23
日（
金
）◎
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
～

正
午
◎
午
後
の
部
＝
午
後
1
時
半
～
3
時
半　

定
先
各
部
５
人　
講
吉
川
京
子
さ
ん　
￥
各
部

５００
円　
持
エ
プ
ロ
ン
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ　

他
2
月
19
日（
月
）～
24
日（
土
）、「
水
彩
画
展
」

を
開
催　
申
1
月
16
日（
火
）か
ら
同
セ
ン
タ
ー

へ
。

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

こ
ど
も

健
康・福
祉

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ
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安
全
・
安
心

１
月
１５
日
～
２１
日
は「
防
災
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
週
間
」

　

防
災
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
期
間
中
、
市
役
所
1
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー

で
の
展
示
や
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
危
機
管
理

課（

39
・
9
4
2
1
）へ
。

●●
防
災
講
演
会
＆
ミ
ニ
図
書
展
示「
災
害

は
忘
れ
ず
、
必
ず
や
っ
て
く
る
」

　
講
演
会
で
は
、
西
山
正
一
さ
ん（
槇
島
東
地

区
防
災
対
策
会
議
役
員
）を
講
師
に
迎
え
、
防

災
を
通
じ
て
、「
安
全
・
安
心
の
た
め
の
心
得
」

や「
危
機
管
理
」に
つ
い
て
学
ぶ
他
、
普
段
の
備

え
や
工
夫
、
防
災
に
役
立
つ
グ
ッ
ズ
も
紹
介
し

ま
す
。
図
書
展
示
で
は
、“
も
し
も
”に
備
え

て
、
過
去
の
災
害
や
日
常
の
備
え
、
防
災
意
識

の
向
上
や
災
害
に
対
応
出
来
る
知
識
に
関
す
る

図
書
を
展
示
・
貸
出
し
ま
す
。　
時
◎
講
演
会

＝
1
月
21
日（
日
）午
後
2
時
～
3
時
◎
図
書
展

示
＝
１
月
１６
日（
火
）～
２１
日（
日
）　
所
中
央
図

書
館　
問
同
館（

39
・
9
2
5
6
）

普
通
救
命
講
習
会

時
2
月
17
日（
土
）午
前
9
時
半
～
午
後
0
時
半

（
午
前
9
時
15
分
ま
で
に
集
合
）　
所
東
消
防
署　

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
先
25
人　

内
心
肺
蘇
生
法（
胸
骨
圧
迫
・
人
工
呼
吸
・
Ａ

Ｅ
Ｄ
実
技
等
）の
講
習　
持
筆
記
用
具
・
運
動

の
出
来
る
服
装　
申
1
月
16
日（
火
）か
ら
、
電

話
で
、
警
防
救
急
課（

39
・
9
4
0
3
）へ
。

人
権
・
平
和

楽
し
く
学
ぶ
人
権
講
座

所
①
・
③
・
④
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
申
希

望
の
講
座
名
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電

話
番
号
・
申
込
人
数
、
手
話
通
訳
・
要
約
筆

記
・
保
育
希
望
の
有
無
を
、
各
開
催
日
の
2
週

間
前
ま
で（
必
着
）に
、
郵
送
・
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
か
人
権
啓
発
課
窓
口（
FAX
20
・

8
7
7
8　

jinkenkeihatsu@
city.uji.

kyoto.jp

）へ
。
②
は
手
話
通
訳
の
み
、
③
は

保
育
の
み
対
応
。

①
心
の
バ
リ
ア
を
打
ち
破
ろ
う
！
～
手
話

コ
ン
ト
で
楽
し
く
学
ぶ「
聞
こ
え
な
い
こ

と
」～

時
2
月
17
日（
土
）午

後
2
時
～
4
時　
定

抽
50
人　
講
手
話
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

発
信
団oioi

②
バ
ス
で
巡
る
人
権
ゆ
か
り
の
地

時
2
月
21
日（
水
）午
前
9
時
～
午
後
4
時
半

（
市
役
所
集
合
・
解
散
）　
所
京
都
市
内（
北
野

天
満
宮
・
東
向
観
音
寺
・
上
七
軒 

等
）　
定
抽

25
人　
講
渡
辺
毅
さ
ん（
穀
雨
企
画
室
代
表
）

③
映
画
上
映
会「
未
来
を
花
束
に
し
て
」（
イ

ギ
リ
ス
映
画
・
吹
替
な
し
・
字
幕
あ
り
）

時
3
月
4
日（
日
）午
後
1
時
半
～
4
時　
定
抽

200
人

④
認
知
症
と
共
に
楽
し
く
暮
ら
す
～
最
期

ま
で
自
分
ら
し
く
あ
る
た
め
に
～

時
3
月
7
日（
水
）午
後
1
時
～
3
時　
定
抽
70

人　
講
枡
田
悠
紀
さ
ん（
中
宇
治
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
）、
松
田
か
が
み
さ
ん（
ま
つ

だ
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
こ
は
た
館

問
同
館（
〒
611
・
0
0
0
2
木
幡
河
原
3
‐
12　

39
・
9
1
9
9　

FAX
39
・
9
2
0
0　

jinkenkeihatsu@
city.uji.kyoto.jp

）

●●
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
電
源
の
入
れ
方
か
ら
ワ
ー
ド（
文
書
作
成
ソ

フ
ト
）や
エ
ク
セ
ル（
表
計
算
ソ
フ
ト
）の
基
礎

ま
で
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。　
時
2
月
22
日
～

3
月
15
日
の
木
曜
日
、
午
後
2
時
～
4
時　
対

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で
全
回
参
加
可
能
な

人　
定
抽
12
人　
講
湯
上
裕
之
さ
ん（
N
P
O

法
人
ま
ち
づ
く
り
ね
っ
と
・
う
じ
理
事
）　
持

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
2
0
0
7
以
降
が
搭
載

さ
れ
て
い
る
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン（
持
込
可
能
者

の
み
）　
申
2
月
2
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
館
窓
口

へ
。

●●
子
ど
も
を
伸
ば
す
ほ
め
方
・
し
つ
け
方

～
パ
パ
と
マ
マ
の
魔
法
の
言
葉
が
子
ど
も

を
笑
顔
に
す
る
～

時
2
月
9
日（
金
）午
前
10
時
～
11
時
半（
開
場

は
午
前
9
時
40
分
）　
対
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人　
講
田
谷
千
江
子
さ
ん（
大
阪
樟
蔭

女
子
大
学
講
師
）　
他
保
育
あ
り（
10
人
程
度
）　

申
2
月
2
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
館
窓
口
へ
。

●●
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

時
2
月
2
日（
金
）午
前
10
時
～
11
時
半（
開
場

は
午
前
9
時
40
分
）　
定
60
人　
他《
出
演
》  

マ
マ
さ
ん
ブ
ラ
ス
U
j
i（
吹
奏
楽
）、

Tw
inkle Tw

eety

（
ア
カ
ペ
ラ
）　
《
駐
車
場
》

当
日
利
用
不
可

●●
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

時
2
月
6
日（
火
）午
前
11
時
～
午
後
2
時　
対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
抽
10
人　

内
ホ
ク
ホ
ク
ポ
テ
ト
グ
ラ
タ
ン
、
ベ
ー
コ
ン
と

キ
ャ
ベ
ツ
の
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ　
講
松
野
陽
さ

ん（
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
教
授
）　
￥
５００
円　
持

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん（
台
拭
き
、

食
器
用
）　
申
1
月
25
日（
木
）ま
で（
必
着
）に
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
館
窓
口

へ
。

●●
健
や
か
か
ら
だ
講
座

時
1
月
30
日（
火
）午
後
2
時
～
4
時　
対
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
先
40
人　
内
冷

え
改
善
の
運
動
療
法　
講
華
学
和
博
さ
ん（
健

康
運
動
指
導
士
）　
持
飲
み
物
、
タ
オ
ル
等　

申
1
月
16
日（
火
）か
ら
、
電
話
で
、
同
館
へ
。

市
民
企
画
サ
ポ
ー
ト
事
業「
足
裏
バ

ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
＆
セ
ル
フ
ケ
ア
で

カ
ラ
ダ
を
整
え
よ
う
！
」

時
2
月
20
日（
火
）午
前
10
時
～
11
時
半　
所
男

女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー　
対
女
性　
定
抽

15
人（
就
学
前
の
子
を
育
児
中
の
人
を
優
先
）　

講
大
下
由
起
恵
さ
ん　
￥
500
円　
他
保
育
あ
り

（
０
歳
６
カ
月
～
就
学
前
）　
申
講
座
名
・
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先（
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
等
）、
保
育
希
望
者
は
子
の
名
前（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
を
、
２
月
１３
日（
火
）ま
で（
必

着
）に
、
郵
送
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口（
〒
611
・
0
0
2
1
宇

治
里
尻
5
‐
9
ゆ
め
り
あ 

う
じ
内　

39
・

9
3
7
7　
FAX
39
・
9
3
7
8　

danjok
youdou@

city.uji.kyoto.jp

）へ
。

▲手話エンターテイメント発信団
　oioiの皆さん

文
化
・
芸
術
・
歴
史

紫
式
部
文
学
賞「
市
民
推
薦
人
」募
集

　
心
に
残
っ
た
作
品
を
、
紫
式
部
文
学
賞
に
推

薦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
同
賞
は
、
公
募
は
行
わ

ず
、「
市
民
推
薦
人
」「
全
国
の
作
家
」「
文
芸
評

論
家
」「
出
版
社
」「
新
聞
社
」等
か
ら
推
薦
の

あ
っ
た
女
性
作
家
の
作
品（
２９
年
１
月
１
日
～

１２
月
３１
日
刊
行
分
）の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。

定
抽
10
人　
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

１６
歳（
ま
た
は
高
校
生
）以
上
の
人　
申「
紫
式

部
文
学
賞
市
民
推
薦
人
希
望
」・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
職
業（
勤
務

先
ま
た
は
学
校
名
）を
１
月
１５
日（
月
）～
２
月

１
日（
木
） （
必
着
）に
、
郵
送
で
、
文
化
自
治

振
興
課
文
化
係
へ
。

３０
年
度
市
民
交
流
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト　
出
演
者
募
集

　
市
役
所
１
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー
を
会
場
に
、

こ
れ
ま
で
ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
等
、
様
々
な
楽
器
に
よ
る
演
奏
が
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
民
の
憩
い
の
空
間
を
あ
な
た
の

演
奏
で
演
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
募
集

要
項
で
確
認
出
来
ま
す
。　
申
所
定
の
申
込
書

を
１
月
１５
日（
月
）～
２
月
２
日（
金
）（
必
着
）

に
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
か
文
化
自
治
振
興
課
文

化
係
窓
口（
FAX
21
・
0
4
0
8
）へ
。
◎
申
込
多

数
の
場
合
は
選
考
の
う
え
、
出
演
者
を
決
定

（
選
考
結
果
は
、
３
月
中
旬
頃
郵
送
通
知
予
定
）

◎
申
込
書
は
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
内
の
各
公
共

施
設
に
設
置
の
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
も
出
来
ま
す
。

市
民
交
流
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
午
後
0
時
15
分
～　
所
市
役
所
1
階
市
民
交

流
ロ
ビ
ー　
問
文
化
自
治
振
興
課
文
化
係

●●「
ハ
ー
モ
ニ
カ
四
重
奏
」

《
出
演
》ハ
ー
モ
ニ
カ
カ
ル
テ
ッ
ト 

ハ
ー
ト
ー

ン 

《
曲
目
》君
恋
し
／W

estern M
edley　

他　
時
1
月
19
日（
金
）

●●「
春
待
ち
コ
ン
サ
ー
ト
」

《
出
演
》Kinconkan　
《
曲
目
》365
日
の
紙
飛

行
機
／
ト
ル
コ
行
進
曲　

他　
時
2
月
2
日

（
金
）

●●「
い
に
し
え
の
恋
の
歌
を
～
バ
レ
ン
タ

イ
ン
に
寄
せ
て
」

《
出
演
》ア
ン
サ
ン
ブ
ル
葵　
《
曲
目
》オ
ペ
ラ

「
妖
精
の
女
王
」よ
り 

ア
リ
ア〈
恋
が
甘
い
情
熱

な
ら
〉／
初
恋　
他　
時
2
月
14
日（
水
）

宇
治
田
楽
ま
つ
り
写
真
展

時
2
月
17
日（
土
）午
後
1
時
～
7
時
・
18
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
4
時　
所
宇
治
公
民
館　

問
宇
治
田
楽
ま
つ
り
実
行
委
員
会（

22
・

5
5
5
7
）

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
東
内
45
‐
26

39
・
9
3
0
0

こ
と
ば
と
表
現 

伝
え
る
カ
ル
タ
教
室

　
普
段
、
意
識
せ
ず
に
使
っ
て
い
る
言
葉
を
、

よ
り
深
く
、
意
識
的
に
使
用
し
、
内
な
る
思
い

を
自
分
の
言
葉
と
し
て
和
歌
を
詠
み
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
カ
ル
タ
を
作
り
ま
す
。　
時
2
月
4
日

（
日
）午
後
1
時
半
～
3
時
半　
対
小
学
生　
定

先
30
人　
講
天
野
慶
さ
ん（
歌
人
）　
申
1
月
16

（
日
）ま
で（
必
着
）に
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
。

１
枚
の
は
が
き
に
つ
き
１
人
ま
で（
持
参
の
場

合
は
、
返
信
用
は
が
き
だ
け
で
可
）。

図
書
館

中
央
図
書
館
　
〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

　
　
　
　

  

39
・
9
2
5
6

 「
犬
か
ら
聞
い
た
素
敵
な
話

 

喜
び
の
か
け
算
、
悲
し
み
の
わ
り
算
」

	

山
口
花　
著　
　
　
東
邦
出
版　

　
犬
を
飼
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
心

の
隙
間
に
飛
び
込
ん
で
き
た
犬
と
の
出
会

い
か
ら
始
ま
る
新
た
な
生
活
。
犬
の
境
遇

に
自
分
自
身
が
写
し
出
さ
れ
た
何
か
が
見

つ
か
る
。
人
と
犬
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
描
か
れ
た
心
暖
ま
る
14
話
の
オ
ム
ニ
バ

ス
で
す
。
そ
ん
な
世
界
に
あ
な
た
も
入
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

図
書
館
お
す
す
め
の
本

お
は
な
し
会

時
所
◎
2
月
4
日（
日
）＝
中
央
図
書
館
◎
2
月

7
日（
水
）＝
東
宇
治
図
書
館
。
い
ず
れ
も
午
後

日（
火
）か
ら
、
電
話
で
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

へ
。子

ど
も
体
験
型
教
室

し
か
ぞ
す
む
―
生
き
る
い
ろ
は
を
源
氏
で

も
―
⑥

　
様
々
な
手
法
で
火
を
お
こ
し
て
、
た
き
火
を

し
ま
す
。　
時
2
月
11
日（
祝
）午
前
10
時
～
午

後
1
時（
雨
天
の
場
合
、
内
容
を
一
部
変
更
）　

所
ア
ク
ト
パ
ル
宇
治（
集
合
・
解
散
）　
対
小
学

3
～
6
年
生　
定
先
10
人　
持
弁
当
、
水
筒
、

タ
オ
ル
、
雨
具　
申
1
月
16
日（
火
）か
ら
、
電

話
で
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
。

連
続
講
座

源
氏
物
語
を
視
覚
化
す
る
⑨
人
生
を
描
く

源
氏
物
語
―
そ
の
魅
力
を
探
る
―

時
2
月
15
日（
木
）午
後
2
時
～
3
時
半（
受
け

付
け
は
午
後
1
時
半
～
）　
定
抽
80
人　
講
福

嶋
昭
治
さ
ん（
京
都
橘
大
学
教
授
）　
￥
500
円　

申
往
復
は
が
き
に
、
講
座
名
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
を
書
き
、
1
月
31
日

（
水
）ま
で（
必
着
）に
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
。

１
枚
の
は
が
き
に
つ
き
１
人
ま
で（
持
参
の
場

合
は
、
返
信
用
は
が
き
だ
け
で
可
）。

能
楽
囃
子
小
鼓
に
親
し
む

　
能
楽
囃
子（
の
う
が
く
は
や
し
）の
う
ち
、
小

鼓
の
実
演
・
解
説
・
体
験
を
通
し
て
、
音
に
注

目
し
た
古
典
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。　
時
2

月
18
日（
日
）午
後
2
時
～
3
時
半（
受
け
付
け

は
午
後
1
時
半
～
）　
定
抽
80
人　
講
吉
阪
一

郎
さ
ん（
能
楽
囃
子
大
倉
流
小
鼓
方
）　
￥
500
円　

申
往
復
は
が
き
に
、
講
座
名
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
を
書
き
、
2
月
4
日

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

文
化・芸
術・

歴
史

安
全・安
心

人
権・平
和

9 8
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記号の説明



３
時
半
～
４
時　
対
幼
児
～　
内
手
遊
び
、
読

み
聞
か
せ
、
紙
芝
居 

等

お
は
な
し
の
へ
や

時
所
◎
2
月
3
日（
土
）＝
西
宇
治
図
書
館
◎
2

月
17
日（
土
）＝
中
央
図
書
館
。
い
ず
れ
も
午
後

3
時
半
～
4
時
◎
2
月
24
日（
土
）午
前
11
時
～

11
時
半
＝
東
宇
治
図
書
館　
内「
お
は
な
し
た

ま
て
ば
こ
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

2
月
の
休
館
日

　
5
日（
月
）・
13
日（
火
）・
14
日（
水
）・
１9
日

（
月
）～
23
日（
金
）・
２6
日（
月
）

大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
を
楽
し
む
会

時
1
月
30
日（
火
）午
後
1
時
半
～（
受
け
付
け

は
午
後
1
時
15
分
～
）　
所
中
央
図
書
館　
内

お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
読
み

語
り西

宇
治
図
書
館 

読
書
推
進
講
座　

「
宇
治
の
狛
犬
の
ル
ー
ツ
」

　
戌
年
の
今
年
、
狛
犬
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
。「
狛
犬
学
事
始
」で
第
2
回
紫
式
部
市
民
文

化
賞
を
受
賞
さ
れ
た
狛
犬
学
の
専
門
家
で
あ

る
、
小
寺
慶
昭
さ
ん（
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
）が

狛
犬
の
正
体
を
解
き
明
か
し

ま
す
。　
時
2
月
9
日（
金
）

午
後
2
時
～
3
時
半　
所
西

小
倉
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

定
先
50
人　

申
1
月
16
日

（
火
）
か
ら
同
館（

39
・

9
2
2
6
）へ
。

歴
史
資
料
館

〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

39
・
9
2
6
0

企
画
展「
ち
ょ
っ
と
昔
の
街
と
暮
ら

し　
昭
和
の
子
ど
も
た
ち
」

　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
表
情
を
と
ら
え
た
写

真
や
オ
モ
チ
ャ
等
で
、
ち
ょ
っ
と
昔
の
街
と
暮

ら
し
を
紹
介
し
ま
す
。　
時
２
月
４
日（
日
）ま

で　
他《
休
館
日
》月
曜
日

●●
歴
史
講
座「
昭
和
の
子
ど
も
た
ち
」

時
１
月
３１
日（
水
）午
後
２
時
～　
所
中
央
公
民

館　
申
１
月
１６
日（
火
）か
ら
、
電
話
で
、
歴
史

資
料
館
へ
。

文
化
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

39
・
9
3
3
3
FAX
39
・
9
3
3
9

交
響
吹
奏
楽
団　

O
saka Shion 

W
ind O

rchestra

　
市
内
中
学
・
高
校
吹
奏
楽
部
と
の
合
同
演
奏

や
演
奏
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
あ
り
ま
す
。　
時
4
月

30
日（
休
）午
後
1
時
半
～
4
時
20
分（
開
場
は

午
後
1
時
）　
所
同
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル　
定

1
1
0
0
人　
￥
一
般
２
千
円
、
高
校
生
千

円
、
中
学
生
以
下
５００
円（
全
席
指
定
）

《
チ
ケ
ッ
ト
は
次
の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
１
月
２１

日（
日
）午
前
１０
時
か
ら
販
売
開
始
》

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
観
光
セ
ン
タ
ー
、
市
観
光

案
内
所（
J
R
宇
治
駅
前
）、
市
内
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ア
ル
プ
ラ
ザ
宇
治
東
、
ケ

イ
・
ネ
ッ
ト
平
和
堂
京
田
辺
店
、
K
B
S
京

都※
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
HPhttp://

ujibunka.or.jp/

）か
ら
も
購
入
出
来
ま
す
。

※
１
月
２１
日（
日
）の
み
電
話
予
約
・
オ
ン
ラ
イ

ン
販
売
は
午
後
１
時
～

※
K
B
S
京
都
は
1
月
22
日（
月
）か
ら
販
売

開
始２

月
の
宇
治
シ
ネ
マ
劇
場

「
幼
な
子
わ
れ
ら
に
生
ま
れ
」

時
2
月
17
日（
土
）◎
午
前
10
時
半
～（
開
場
は

午
前
10
時
）◎
午
後
2
時
～（
開
場
は
午
後
1
時

半
）　
所
同
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル　
￥
前
売
券

800
円
、
当
日
券
千
円（
全
席
自
由
）

《
チ
ケ
ッ
ト
は
次
の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中
》

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
観
光
セ
ン
タ
ー
、
市
観
光

案
内
所（
J
R
宇
治
駅
前
・
近
鉄
大
久
保
駅
構

内
）、
市
内
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ア

ル
プ
ラ
ザ
宇
治
東
、
ケ
イ
・
ネ
ッ
ト
平
和
堂
京

田
辺
店

※
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
HPhttp://

ujibunka.or.jp/
）か
ら
も
購
入
出
来
ま
す
。

産
業・消
費
生
活・求
人

マ
ル
宇
・
マ
ル
経
を
利
用
し
て
い
る

人
へ　
利
子
補
給
申
請
を
受
け
付
け

　

宇
治
市
中
小
企
業
低
利
融
資
制
度（
マ
ル

宇
）・
日
本
政
策
金
融
公
庫
小
規
模
事
業
者
経

営
改
善
資
金
制
度（
マ
ル
経
）を
利
用
し
た
人
に

対
し
て
、
前
年
に
支
払
っ
た
利
子
の
補
給
を
行

い
ま
す（
２９
年
中
に
利
子
の
支
払
い
が
あ
り
、

３０
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
市
内
に
引
き
続

き
１
年
以
上
住
所〈
法
人
は
本
店
・
支
店
所
在

地
〉の
あ
る
、
市
税
に
滞
納
の
な
い
中
小
企
業

者
に
限
る
）。
該
当
す
る
人
に
は
あ
ら
か
じ
め

申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す（
２９
年
１０
月
か
ら

１２
月
に
借
入
し
た
人
に
は
１
月
下
旬
）。　
申

２
月
５
日（
月
）ま
で（
必
着
）に
、
商
工
観
光
課

へ
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
で
、
申
請
書
が

届
い
て
い
な
い
場
合
は
同
課
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

も
の
づ
く
り
企
業
説
明
会

　
宇
治
市
、
城
陽
市
、
久
御
山
町
、
宇
治
田
原

町
に
所
在
の「
も
の
づ
く
り
企
業（
製
造
業
）」

が
、
企
業
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。　
時
2
月

15
日（
木
）午
後
1
時
～
3
時
半（
受
け
付
け
は

午
後
0
時
半
～
）　
所
京
都
テ
ル
サ 

（
京
都
市

南
区
）　
対
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
、
も

の
づ
く
り
企
業（
製
造
業
）へ
の
就
職
を
希
望
す

る
人（
正
社
員
は
概
ね
35
歳
ま
で
）　
問
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
宇
治（

２０
・
８６１９



）、
京
都
ジ
ョ

ブ
パ
ー
ク（

０７５
・
６８２
・
８９１５



）

サ
ポ
ス
テ
京
都
南
・
就
活
セ
ミ
ナ
ー

＆
個
別
相
談
会

時
1
月
29
日（
月
）午
後
1
時
半
～
5
時　
所
産

業
会
館　
対
15
歳
か
ら
39
歳
で
仕
事
に
つ
い
て

ん
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
を
記
念
し
、
宇
治
市
茶
生
産
組
合
に
よ
る

お
抹
茶
の
接
待
が
行
わ
れ
ま
す
。　
時
1
月
30

日（
火
）午
前
11
時
半
～
午
後
1
時（
お
抹
茶
が

無
く
な
り
次
第
終
了
）　
所
市
役
所
１
階
市
民

交
流
ロ
ビ
ー　
問
農
林
茶
業
課

山
城
マ
ル
シ
ェ
in
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅

時
1
月
19
日（
金
）午
後
4
時
～
7
時　
所
Ｊ
Ｒ

宇
治
駅 

南
北
通
路　
内
新
鮮
な
地
元
農
産
物

や
加
工
品
の
直
売　
問
府
山
城
広
域
振
興
局
農

林
商
工
部（

21
・
3
2
1
1
）

市
立
保
育
所
保
育
職
員
の
募
集（
非

常
勤
職
員
）

《
任
用
期
間
》３
月
１
日
～
３１
日（
更
新
有
り
）　

《
募
集
人
数
》い
ず
れ
も
若
干
名　

申
市
販
の
履
歴
書（
要
写
真
）に
、
保
育
士
資
格

を
有
す
る
人
は
保
育
士
証
の
写
し
を
添
え
、
１

月
１５
日（
月
）～
３１
日（
水
）に
、
保
育
支
援
課
窓

口
へ（
代
理
可
、
郵
送
不
可
）。
後
日
、
面
接
を

行
い
ま
す
。

●●
フ
リ
ー
保
育
職
員

《
内
容
》フ
リ
ー
業
務
の
保
育
を
担
当　
《
資
格
》

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人　
《
勤
務
日
時
》◎
月

～
木
曜
日
、
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
１５
分
◎

土
曜
日
、
午
前
８
時
半
～
正
午　
《
勤
務
地
》市

立
保
育
所（
異
動
有
り
）　
《
報
酬（
月
額
）》１６
万

９７００



円（
他
手
当
有
り
）

●●
パ
ー
ト
保
育
職
員

《
内
容
》正
職
保
育
士
の
勤
務
時
間
外
に
保
育
を

担
当　
《
勤
務
地
》小
倉
双
葉
園
保
育
所
、
西
小

倉
保
育
所　
《
勤
務
日
時
》◎
月
～
金
曜
日
、
午

前
７
時
半
～
９
時
と
午
後
４
時
半
～
６
時
半
の

間
で
指
定
す
る
３
時
間
◎
土
曜
日
、
午
前
７
時

い
な
い
人（
学
生
を
除
く
）ま
た
は
そ
の
家
族　

内
①「
就
活
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
座（
午
後
1
時

半
～
2
時
45
分
）」（
定
10
人
）②「
職
業
適
性
診

断
と
個
別
相
談
」（
午
後
3
時
～
5
時
の
間
で
、

1
人
30
分
程
度
）　
問
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南（

54
・
5
3
8
0
）

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館

申
各
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
添
え
、
同

館
窓
口（

46
・
0
6
8
8
）へ
。

●●
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

時
3
月
3
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
1
時　
定

8
組　
￥
1
5
0
0
円　
申
2
月
3
日（
土
）～

●●
レ
ッ
ツ
・
ク
ッ
ク
教
室

時
3
月
15
日（
木
）午
後
1
時
半
～
4
時
半　
定

男
性
16
人　
￥
1
5
0
0
円　
申
2
月
15
日

（
木
）～

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

申
各
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
添
え
、
同

セ
ン
タ
ー
窓
口（

46
・
0
6
8
8
）へ
。

●●
は
じ
め
て
の
エ
ク
セ
ル
入
門

時
2
月
25
日
～
3
月
17
日
の
土
・
日
曜
日
、
午

前
9
時
半
～
午
後
3
時
半（
6
回
）　
定
20
人　

￥
1
万
5
千
円　
申
1
月
25
日（
木
）～

●●W
ord2013

（
ム
カ
ム
カ
解
消
編
）

時
2
月
24
日
～
3
月
24
日
の
水
・
土
曜
日
、
午

後
7
時
～
9
時（
休
講
日
あ
り
、
8
回
）　
定
20

人　
￥
1
万
2
千
円（
別
途
要
教
材
費
）　
申
1

月
24
日（
水
）～

内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
記
念 

お
抹
茶

接
待

　
２９
年
度
農
林
水
産
祭
に
お
い
て
、
宇
治
市
茶

生
産
組
合
員
・
て
ん
茶
生
産
者
の
辻
喜
代
治
さ

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人
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半
～
９
時
と
正
午
～
午
後
６
時
半
の
間
で
指
定

す
る
７
時
間
◎
他
、
指
定
休
あ
り　
《
報
酬（
月

額
）》１０
万
５
千
円（
他
手
当
有
り
）

育
成
学
級
指
導
員（
非
常
勤
職
員
）

《
勤
務
内
容
》放
課
後
の
児
童
の
遊
び
や
生
活
の

指
導
及
び
育
成
学
級
の
運
営
全
般　
《
資
格
》高

校
卒
業
程
度
以
上　
《
報
酬（
月
額
）》16
万

3
4
0
0
円（
他
手
当
あ
り
）　
《
募
集
人
数
》

若
干
名　
《
試
験
日
》随
時
実
施（
応
募
の
際
に

日
程
調
整
）　
申
履
歴
書（
Ａ
４
サ
イ
ズ
、
要
写

真
）を
本
人
が
こ
ど
も
福
祉
課
窓
口
へ
。
な
お
、

ア
ル
バ
イ
ト
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

催
　
し

中
央
公
民
館

問
同
館（

39
・
9
2
5
8
）

●●
土
曜
日
子
ど
も
の
遊
び
場

時
内
◎
2
月
3
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午
＝
折

り
紙
遊
び
、
午
前
11
時
～
11
時
半
＝
お
は
な
し

た
ま
て
ば
こ
◎
2
月
10
日（
土
）午
前
9
時
半
～

正
午
＝
木
工
作
遊
び
◎
2
月
17
日（
土
）午
前
10

時
～
正
午
＝
映
画
鑑
賞　
対
市
内
在
住
の
幼
児

～
小
学
生（
幼
児
は
保
護
者
要
同
伴
）

●●
第
２７
回
宇
治
鳳
凰
大
学
祭

　
同
大
学
受
講
生
及
び
同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
、

ク
ラ
ブ
活
動
、
個
人
、
ク
ル
ー
プ
等
で
活
動
を

し
て
い
る
日
頃
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。　
時

所
2
月
9
日（
金
）◎
舞
台
発
表
の
部
＝
午
前
10

時
半
～
午
後
3
時
半
、
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー

ル
◎
展
示
発
表
の
部
＝
午
前
10
時
～
午
後
3
時

半
、
同
館

味
噌
づ
く
り
講
習
会

時
2
月
15
日（
木
）・
16
日（
金
）午
後
1
時
～
4

時　
所
宇
治
公
民
館　
対
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人　
定
先
各
20
人　
講
宇
治
市
食
生
活

改
善
推
進
員
協
議
会「
若
葉
の
会
」の
皆
さ
ん　

￥
１３００



円　
持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
味
噌
２
㎏
を
入
れ
る
容

器　
申
1
月
16
日（
火
）～
2
月
7
日（
水
）に
、

同
館（

３９
・
９２７２



）へ
。

小
倉
公
民
館

申
1
月
16
日（
火
）か
ら
同
館（

３９
・
９
２
７

４
）へ
。

●●
手
づ
く
り
味
噌
講
習
会

時
1
月
24
日（
水
）・
25
日（
木
）午
後
1
時
半
～

4
時　
対
市
内
在
住
・
在
勤
の
人　
定
先
各
日

12
人　
講
宇
治
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

「
若
葉
の
会
」の
皆
さ
ん　

￥
１３００



円　

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用

具
、
飲
み
物
、
味
噌
２
㎏
を
入
れ
る
容
器

●●
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
を
使
っ
た
工
作

時
2
月
17
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午　
対
市
内

在
住
の
小
学
生（
３
年
生
以
下
は
保
護
者
要
同

伴
）　
定
先
20
人　
講「
ふ
し
ぎ
な
花
倶
楽
部
」

の
皆
さ
ん　
￥
１５０
円　
持
飲
み
物

木
幡
公
民
館

問
同
館（

39
・
9
1
9
3
）

●●
竹
を
使
っ
た
工
作

時
1
月
27
日（
土
）午
後
2
時
～
4
時　
対
市
内

在
住
の
小
学
生
～　
定
先
15
人　
講
田
中
麻
里

さ
ん　
￥
２００
円　
申
1
月
16
日（
火
）～
26
日

（
金
）に
同
館
へ
。

●●
許
乃
国
教
室
特
別
講
座

時
1
月
30
日（
火
）午
前
10
時
～
正
午　
対
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
100
人　
内
講
◎

落
語
＝
斉
藤
耕
至
さ
ん
◎
大
道
芸
＝
今
野
洋
子

さ
ん 

他

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

問
同
セ
ン
タ
ー（

３９
・
９２８１



）

●●
あ
そ
び
の
広
場

時
2
月
10
日（
土
）午
前
10
時
半
～
正
午　
対
市

内
在
住
の
小
学
生
～
中
学
生　
内
将
棋　
講
吉

田
三
郎
さ
ん（
日
本
将
棋
連
盟
京
都
支
部
連
合

会
役
員
）

●●
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
体
験
し
て
み
よ
う

時
2
月
10
日（
土
）午
後
1
時
～
2
時
半　
対
市

内
在
住
の
小
学
生
～
中
学
生　
講
ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
研
究
会
宇
治
の
皆
さ
ん

手
作
り
教
室

時
2
月
16
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
3
時　
所

南
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
対
市
内
在

住
の
成
人
女
性　
定
先
15
人　
内
カ
ル
ト
ナ
ー

ジ
ュ　
講
窪
田
加
代
子
さ
ん　
￥
300
円　
持

ボ
ー
ル
ペ
ン
、
も
の
さ
し
、
は
さ
み
、
昼
食　

申
1
月
16
日（
火
）か
ら
同
セ
ン
タ
ー（

39
・

9
1
8
5
）へ
。

ア
ク
ト
パ
ル
宇
治

〒
601
・
1
3
9
2
西
笠
取
辻
出
川
西
1

075
・
575
・
3
5
0
1
FAX
075
・
575
・
3
5
1
1

申
催
し
名
、
代
表
者
の
住
所
・
郵
便
番
号
・
電

話
番
号
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
性

別
、
②
は
希
望
時
間（
午
前
・
午
後
）を
、
各
申

込
期
限（
い
ず
れ
も
消
印
有
効
）ま
で
に
、
郵
送

か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
ア
ク
ト

パ
ル
宇
治
へ
。
当
選
者
の
み
通
知（
当
落
に
関

わ
ら
ず
通
知
を
希
望
す
る
場
合
は
、
往
復
は
が

き
で
の
申
し
込
み
が
必
要
）。

①
天
文
教
室「
星
の
ク
ラ
フ
ト
」

時
2
月
10
日（
土
）午
後
4
時
～
9
時　
対
4
才

～（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　
定
抽
30
人

内
星
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー（
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
・
ブ

ロ
ー
チ
・
ペ
ン
ダ
ン
ト
）の
製
作
と
天
体
観
察　

￥
1
人
600
円（
4
才
以
上
。
別
途
要
材
料
費
１

個
５００
円〈
作
る
人
の
み
〉）　
持
夕
食
用
弁
当
、

水
筒
、
防
寒
着　
申
1
月
25
日（
木
）ま
で 

②
椎
茸
の
菌
打
ち
体
験

時
2
月
25
日（
日
）午
前
9
時
半
～
午
後
3
時
◎

午
前
の
部
＝
午
前
9
時
半
～
11
時
半
◎
午
後
の

部
＝
午
後
1
時
～
3
時　
定
抽
各
部
10
組
40
人　

講
本
田
嘉
雄
さ
ん　
￥
1
人
500
円（
別
途
要
材

料
費
ほ
だ
木
1
本
500
円
）　
持
軍
手
、
水
筒　

申
1
月
15
日（
月
）～
2
月
10
日（
土
） 

植
物
公
園

〒
611
・
0
0
3
1
広
野
町
八
軒
屋
谷
25
‐
1

39
・
9
3
8
7
FAX
39
・
9
3
8
8

　
毎
週
土
曜
日
は
市
内
の
小
・
中
学
生
の
入
園

は
無
料
で
す
。

温
室
フ
ラ
ワ
ー
ツ
ア
ー

　
温
室
内
の
植
物
名
の
由
来
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。　
時
1
月
20
日（
土
）～
2

月
25
日（
日
）午
後
1
時
15
分
～
2
時 　
定
先

各
日
30
人　
申
当
日
同
園
受
け
付
け
へ
。

ひ
ょ
う
た
ん
展（
2
月
27
日（
火
）～

3
月
7
日（
水
））の
作
品
公
募

文
化
自
治
振
興
課

問
同
課
自
治
振
興
係

●●『
つ
な
が
り
・
居
場
所
・
地
域
の
未
来
』

リ
レ
ー
講
座（
４
回
目
）

時
1
月
29
日（
月
）午
前
10
時
～
正
午　
所
う
じ

安
心
館　
定
100
人　
内
多
様
な
人
々
が
と
も
に

暮
ら
す
地
域
の
あ
り
方　
講
松
田
美
枝
さ
ん

（
京
都
文
教
大
学
臨
床
心
理
学
部
講
師
）　

●●『
つ
な
が
り
・
居
場
所
・
地
域
の
未
来
』

リ
レ
ー
講
座（
５
回
目
）

時
2
月
19
日（
月
）午
後
1
時
半
～
4
時　
所
京

都
文
教
大
学 

（
槇
島
町
千
足
）　

定
先
100
人　

内
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
で
考
え
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
未
来（
仮
題
）　
講
西
條
辰
義

さ
ん（
高
知
工
科
大
学
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ

イ
ン
研
究
所
所
長
）、
中
川
善
典
さ
ん（
同
大
学

准
教
授
）　
申
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
、

1
月
22
日（
月
）～
2
月
14
日（
水
）（
必
着
）に
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
か
同
課
同
係
窓
口（
FAX
21
・

0
4
0
8
）へ
。

環
境
企
画
課

申
１
月
１６
日（
火
）か
ら
同
課
へ
。

●●
天
然
ガ
ス
・
都
市
ガ
ス
工
場
見
学
エ
コ

ツ
ア
ー

時
１
月
２９
日（
月
）、
２
月
１
日（
木
）午
前
１０
時

～
正
午　
所
大
阪
ガ
ス 

ガ
ス
科
学
館（
大
阪
府

高
石
市
）　
定
先
各
日
３０
人　
他
市
役
所
ま
た

は
J
R
宇
治
駅
前
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
有
り
。　

工
場
見
学
後
、
現
地
で
昼
食
。
お
弁
当
注
文
を

希
望
す
る
人
は
要
弁
当
代
８００
円

●●
環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
ッ
ト
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室

時
2
月
6
日（
火
）午
前
10
時
半
～
午
後
2
時　

《
応
募
規
定
》自
身
で
栽
培
・
加
工
し
た
作
品

で
、
1
人
に
つ
き
３
点
ま
で（
た
だ
し
複
数
個

の
ひ
ょ
う
た
ん
で
ひ
と
つ
の
作
品
に
仕
立
て
た

場
合
は
、
そ
れ
を
１
点
と
数
え
る
）。
市
内
、

市
外
は
不
問
。
そ
の
他
詳
し
く
は
募
集
要
項
で

確
認
出
来
ま
す
。　
申
1
月
15
日（
月
）～
2
月

15
日（
木
）に
同
園
へ（
作
品
の
搬
入
は
２
月
２６

日（
月
））。■1・2月の展示会

1月27日（土）
～ 2月12日（休）

カカオとチョコ
レートとちょっ
とコーヒー展

温室にあるカカオの木の紹介やカカオからチョコレートが出来る
過程を紹介します。また、期間中は体験のできるコーナーやカカ
オ、コーヒーに関する講習会もあります。

2月14日（水）
～ 25日（日）

花と緑の
絵画作品展 幼児・小学生・中学生が当園の各場所で描いた作品を展示します。

■3月の講習会　※申し込み…１カ月前から、同園へ。
日　時 講習会 内　容 時間 対象 人数 材料費

3月4日（日） 洋ランの
育て方

様々な洋ランをスライドで紹介す
ると共に、コチョウランやシンビ
ジウムの管理について学びます。

13時30分～
15時30分 一般 先着

40人 無料

見頃の植物
園内 パンジー、ビオラ、冬花壇、カンツバキ、寒桜類、フサザキスイセン

温室 カリアンドラ、ドンベヤ、コチョウランなどのラン類、
サンジャクバナナ、カカオノキ（実）

※�展示会・講習会には入
園料が必要です。住

ま
い・環
境・資
源

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

13 12

記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33）
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。



所
１
階
市
民
相
談
室　
対
市
内
在
住
の
人　
定

先
6
人　
申
2
月
6
日（
火
）か
ら
、
電
話
で
、

文
化
自
治
振
興
課
市
民
相
談
係
へ
。

●●
出
張
が
ん
個
別
相
談
会

時
2
月
13
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時
半　
所
山

城
北
保
健
所　
申
開
催
の
前
日
午
後
4
時
ま
で

に
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（

０
１

２０

・
０７８
・
３９４
）へ
。

●●
税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談
セ
ン
タ
ー
の

開
設

時
2
月
6
日（
火
）午
後
1
時
半
～
4
時
半　
所

市
役
所
2
階
201
会
議
室　
対
税
理
士
ま
た
は
税

理
士
法
人
が
関
与
し
て
い
な
い
納
税
者
。
税
目

は
不
問　
定
先
6
人（
1
人
30
分
、
予
約
制
）　

申
近
畿
税
理
士
会
宇
治
支
部
事
務
局（

64
・

6
6
5
0
）へ
。

●●
閉
庁
時
に
国
保
保
険
料
の
納
付
受
付
と

相
談
窓
口
を
開
設

時
2
月
1
日
～
22
日
の
木
曜
日
、
午
後
6
時
～

8
時　
問
国
民
健
康
保
険
課

●●
人
権
相
談

時
2
月
1
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
3
時　
所

市
役
所
5
階
501
会
議
室　
問
人
権
啓
発
課

●●
就
労
相
談

時
2
月
5
日（
月
）・
19
日（
月
）午
前
9
時
～
11

時
半　
所
市
役
所
1
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー　
問

京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク（

075
・
682
・

8
9
1
5
）、
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
京
都
南（

54
・
5
3
8
0
）

保
健

●●
献
血

時
2
月
9
日（
金
）◎
午
前
10
時
～
正
午
◎
午
後

1
時
～
3
時
半　
所
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
宇
治
東
店

（
莵
道
平
町
）　
問
健
康
生
き
が
い
課

所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
定
先
20
人（
中
学
生

以
下
は
保
護
者
要
同
伴
）　
内
大
根
を
ま
る
ま

る
食
べ
つ
く
す
&
旬
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理　

講
N
P
O
法
人
使
い
捨
て
時
代
を
考
え
る
会

（
ｅ
ｃ
ｏ
ッ
ト
宇
治
事
業
所
会
員
）　
￥
500
円　

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん（
食
器

用
）、
お
手
拭
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具　
他
ア
レ

ル
ギ
ー
等
が
あ
る
場
合
は
、
事
前
要
相
談
。

そ
の
他

戸
籍
の「
附
票
」の
発
行
に
つ
い
て

　
３０
年
4
月
１
日
以
降
、
戸
籍
の
電
算
化

（
２５
年
２
月
９
日
）に
よ
る
改
製
に
よ
り
消

除
さ
れ
た
戸
籍
の「
附
票
」は
、
保
存
年
限

を
経
過
す
る
た
め
発
行
出
来
な
く
な
り
ま

す
。　
問
市
民
課

２
月
７
日
は「
北
方
領
土
の
日
」

　
政
府
は
、
北
方
領
土
問
題
へ
の
国
民
の
理
解

と
関
心
を
更
に
深
め
、
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
の
全
国
的
な
盛
り
上
が
り
を
図
る
た
め
北
方

領
土
の
日
を
定
め
ま
し
た
。　
問
総
務
課

審
議
会
等
の
傍
聴

　
関
連
資
料
は
当
日
、
市
役
所
1
階
行
政
資
料

コ
ー
ナ
ー
で
縦
覧
出
来
ま
す
。

●●
個
人
情
報
保
護
審
議
会

時
1
月
23
日（
火
）午
前
10
時
～　
所
市
役
所
8

階
大
会
議
室　
定
先
5
人　
内
学
校
警
察
連
絡

制
度
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取
リ
扱
い
に
つ
い

て　
申
当
日
午
前
9
時
半
～
9
時
50
分
に
開
催

場
所
受
付
へ
。　
問
総
務
課

●●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

時
2
月
13
日（
火
）午
後
2
時
～
4
時　
所
う
じ

安
心
館　
定
先
10
人　
内
29
年
度
4
月
～
9
月

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
に
つ
い

て 

他　
申
当
日
午
後
1
時
半
～
1
時
50
分
に

開
催
場
所
受
付
へ
。　
問
健
康
生
き
が
い
課

●●
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
検
討
委
員
会

時
2
月
6
日（
火
）午
後
3
時
～
5
時　
所
市
役

所
議
会
棟
第
３
委
員
会
室　
定
先
10
人　
内
伊

勢
田
駅
周
辺
地
区
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想（
案
）に
つ
い
て 

他　
申
当
日
午
後
2
時
半

～
2
時
50
分
に
開
催
場
所
受
付
へ
。　
問
交
通

政
策
課相

　
談

2
月
の
無
料
相
談

●●
行
政
相
談

時
2
月
15
日（
木
）午
後
1
時
～
4
時　
所
市
役

所
3
階
302
会
議
室　
問
文
化
自
治
振
興
課
市
民

相
談
係

●●
青
少
年
相
談

時
2
月
20
日（
火
）午
後
1
時
～
4
時　
所
更
生

保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
宇
治
琵
琶
）　
問
同

セ
ン
タ
ー（

23
・
2
3
3
5
）

●●
高
齢
者
等
法
律
相
談

時
2
月
22
日（
木
）午
後
2
時
～
4
時
半　
所
東

宇
治
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
定
先
5
人（
1
人

25
分
）　
申
1
月
16
日（
火
）か
ら
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
公
社（

28
・
3
1
5
0
）へ
。

●●
京
都
弁
護
士
会
に
よ
る
南
部
一
斉
無
料

法
律
相
談
会

時
2
月
15
日（
木
）午
後
1
時
～
4
時　
所
市
役

1月16日〜3月15日のし尿収集日程 城南衛生管理組合　 075-631-5171
収集漏れは収集口側から確認し翌日（土・日・祝日を除く）に上記組合へ　

笠取・炭山 2/1・23 笠取、二尾 1/19、2/9、3/5 炭山（吹越除く）
1/19、2/13、3/6 池尾、炭山（吹越のみ）

六地蔵 1/17、2/7、3/1 六地蔵(ＪＲ以西全域) 1/25、2/16、3/9 六地蔵(ＪＲ以東全域)
木　幡 1/17、2/7、3/1 木幡（ＪＲ以西全域） 1/25、2/16、3/9 木幡（ＪＲ以東全域）

五ケ庄

1/18、2/8、3/2 北ノ庄、西田、古川、寺界道、大林、谷前、野添、梅林、芝ノ東（ＪＲ以西）、西浦（ＪＲ以西）、新開（JR以西）、
平野（ＪＲ以西）、折坂（ＪＲ以西）､ 福角(ＪＲ以西）

1/17、2/7、3/1 壇ノ東 1/25、2/16、3/9 芝ノ東（ＪＲ以東）
1/19、2/9、3/5 日皆田、岡本、上村、大八木島、一里塚、戸ノ内、瓦塚
1/24、2/15、3/8 一番割、二番割、三番割、福角（ＪＲ以東）、折坂（ＪＲ以東）、平野（ＪＲ以東）、新開（ＪＲ以東）、西浦（ＪＲ

以東）、広岡谷

莵　道
1/19、2/9、3/5 平町（京滋バイパス以北） 1/22、2/13、3/6 大垣内、荒槇、田中（ＪＲ以東）
1/23、2/14、3/7 西中、東中、段ノ上、大谷、河原、只川、池山、妙見、岡谷、門前、中筋、谷下り（ＪＲ以東）
1/24、2/15、3/8 丸山、田中（ＪＲ以西）、谷下り（ＪＲ以西）、出口、藪里、車田、平町（京滋バイパス以南）、森本、西隼上り、

東隼上り

宇　治・
白　川・
志津川　

1/23、2/14、3/7 志津川 1/22、2/13、3/6 東内、又振、紅斉、山田、乙方、山本
1/25、2/16、3/9 蔭山、御廟 1/29、2/20、3/13 蛇塚、弐番（府道以北）
2/1・23 白川、金井戸
2/2・26 野神（市道宇治296号～琵琶台26号線以南）、大谷（権現町除く）、池森、米阪、天神、矢落（JR以北）
2/5・27 矢落（ＪＲ以南）、若森、弐番（府道以南）、半白、樋ノ尻、戸ノ内、野神（市道宇治296号～琵琶台26号線以北）
1/16、2/6・28 妙楽（県神社お旅線以南186番地～）、壱番（県神社お旅線以南）、琵琶、大谷（権現町のみ）、下居、善法、東山、

里尻（ＪＲ以北）、小桜
1/17、2/7、3/1 妙楽（県神社お旅線以北1 ～185番地）、里尻（ＪＲ以南）、壱番（県神社お旅線以北）、宇文字、蓮華、塔ノ川

神　明・
開　町・
羽拍子町

1/24、2/15、3/8 開町 1/30、2/21、3/14 宮東、宮西
1/31、2/22、3/15 宮北（１～６番地を除く）、羽拍子町、石塚（心華寺通以西）
2/1・23 宮北（１～６番地）、石塚（心華寺通以東）

広野町

1/22、2/13、3/6 茶屋裏、寺山（ＪＲ以西）、西裏、東裏（JR以西）、桐生谷（JR以西）
1/25、2/16、3/9 大開（大開小学校市道広野町57号線以西）、丸山、中島
1/24、2/15、3/8 一里山、桐生谷（JR以東）、東裏（JR以東）1/23、2/14、3/7 寺山（ＪＲ以東）、尖山、宮谷
1/26、2/19、3/12 大開（大開小学校市道広野町57号線以東）、小根尾（旧城南高校グラウンド東側郵便ポスト以東)
1/29、2/20、3/13 小根尾（旧城南高校グラウンド東側郵便ポスト以西)

大久保町 1/22、2/13、3/6 大久保町（｢久保（ＪＲ以東）｣除く） 1/23、2/14、3/7 久保（ＪＲ以東）

槇島町

1/22、2/13、3/6 南落合 1/30、2/21、3/14 一ノ坪
1/16、2/6・28 薗場 1/17、2/7、3/1 大幡、北内、門口、幡貫
1/18、2/8、3/2 清水、千足、三十五、二十四、十八、十六、目川、本屋敷
1/19、2/9、3/5 十一（旧24号線以東）、吹前、石橋、中川原、大町、島前、外
1/25、2/16、3/9 五才田、一町田、月夜、落合、西鴫沢 1/24、2/15、3/8 郡、大川原、十一（旧24号線以西）

小倉町

1/22、2/13、3/6 新田島、久保、西浦、蓮池、堀池 1/23、2/14、3/7 南浦、南堀池
2/2・26 春日森 2/5・27 天王
1/26、2/19、3/12 西山（近鉄以西） 1/26、2/21、3/14 西畑、中畑、奥畑
1/24、2/15、3/8 山際、神楽田（近鉄以西）、老ノ木、寺内 1/30、2/21、3/14 神楽田（近鉄以東）、西山（近鉄以東）、東山

伊勢田町・
安田町

1/29、2/20、3/13 中山、大谷 1/25、2/16、3/9 毛語
1/26、2/19、3/12 井尻、北山、若林、浮面、中ノ田、名木、中荒、新中ノ荒、ウトロ、南山
1/22、2/13、3/6 遊田、中遊田、西遊田、砂田、安田町

●21日	� 源氏物語ミュージアム・歴史
資料館合同企画展「お茶と名
所と宇治と」（～ 5月13日）

●24日	� 歴史資料館企画展「二子山古
墳発掘50年」（～ 4月22日）

●下旬	 市議会3月定例会開会
省エネルギー月間

※�この他、今号の他ページにも来月の行
事の一部を掲載しています。

納　期
●28日	� 介護保険料第9期納期限
	 後期高齢者医療保険料第8期納期限
	 国民健康保険料第9期納期限
	 固定資産税・都市計画税第4期納期限

2月の行事予定等
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ォ
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 0120-01-3912

へ

市政だよりへのご意見・ご感想をお寄せください

「1月15日号について」の読者アンケート
市ホームページから回答できます

ご意見・ご感想は、はがき、ファクス、
メールで随時受付をしています。
秘書広報課あて obokoho@city.uji.kyoto.jp

　「
長
橋
」は
宇
治
橋
、「
暁
雪
」は
欄
干
に

降
り
積
も
っ
た
雪
に
朝
日
が
降
り
注
ぐ
有

様
、
そ
ん
な
情
景
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　
宇
治
川
に
最
初
に
橋
が
架
け
ら
れ
た
の

は
、
大
化
の
改
新
の
翌
年
の
大
化
二
年（
646

年
）で
、
わ
が
国
の
現
存
す
る
橋
の
中
で
は

も
っ
と
も
古
い
由
緒
を
伝
え
ま
す
。
当
時

の
政
治
の
中
心
は
大
和（
現
在
の
奈
良
）、

後
に
京
都
に
移
り
ま
す
。
宇
治
は
両
者
を

結
ぶ
重
要
な
場
所
で
し
た
。
そ
ん
な
宇
治

橋
創
建
の
経
緯
を
語
る
も
の
が
現
存
し
ま

す
。
場
所
は
橋
寺
放
生
院（
ほ
う
じ
ょ
う
い

ん
）の
境
内
で
記
念
碑
が
残
っ
て
い
ま
す
。

原
碑
は
完
全
な
形
で
存
在
せ
ず
、
わ
ず
か

に
上
方
三
分
の
一
ほ
ど
の
断
片
が
発
見
さ

れ
、
こ
れ
に
深
く
関
心
を
よ
せ
た
尾
張
の

文
人
た
ち
が『
帝
王
編
年
記
』に
収
め
ら
れ

て
い
る
銘
文
に
よ
っ
て
補
刻
復
元
し
ま
し

た
。「
宇
治
橋
断
碑
」と
呼
ぶ
所
以
で
す
。

　
江
戸
時
代
の
宇
治
橋
は
水
害
や
地
震
に

よ
っ
て
頻
繁
に
損
壊
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

欄
干
に
載
せ
ら
れ
る
玉
ね
ぎ
型
の
飾
り
擬

宝
珠（
ぎ
ぼ
し
）は
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
り
、

ま
た
柱
の
い
た
み
を
防
ぐ
役
割
も
は
た
し

ま
し
た
が
、
被
害
の
多
さ
と
相
当
な
重
量

に
な
る
こ
と
か
ら
、
享
保
九
年（
1
7
2
4

年
）に
は
撤
去
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
日

の
よ
う
な
恒
久
的
な
構
造
物
と
は
ほ
ど
遠

い
、
ス
リ
ム
で
情
緒
の
あ
る
名
物
で
も
あ

り
ま
し
た
。
　
問
歴
史
資
料
館

宇治史探検 94

こんなときどうする？ 共生

知る人ぞ知る宇治の豆知識をお話しします。

消費生活を中心に多くの人が
巻き込まれているトラブルを紹介します。

01

02 03

長な
が
は
し
の
ぎ
ょ
う
せ
つ

橋
暁
雪

当館では宇治橋断碑の
レプリカを常設展示

問消費生活センター

Ａ.�実際にはウイルス感染していないのに、偽の警告を
出して電話させる手口と思われます。このような表
示が出ても、電話をしてはいけません。サポート契
約の解約については、消費生活センターに相談して
ください。

　　また、遠隔操作でサポートを受けた時に、パソコン
　　の具合が悪くなったという事例も多いようです。こ
　　の状態になった場合には、独立行政法人情報処理推
　　進機構（ＩＰＡ）やパソコンメーカーに相談してくだ
　　さい。

Q.�インターネット中に、「ウイルス
感染！」と警告画面が出ました。
表示された「サポート」に電話をす
ると「サポート契約したら直る。」
と言われました。指示どおり代金
を支払って遠隔操作でサポートを
受けました。しかし私のパソコン
にはウイルス対策ソフトが入って
いたのでおかしいと思っていま
す。これは偽のウィルス感染だっ
たのでしょうか。

宇治の名勝12選
  ～宇治十二景シリーズ～

問文化自治振興課自治振興係

つながり・居場所・地域の未来
　「私はひとりで生きていける。」と考える方
もおられるのではないでしょうか。
　クリックひとつで物が買えるなど、便利な世
の中になる一方で、人と人とのつながりが希薄
になり、お互いが無関心になる中で発生する都
市型犯罪の問題など、「ひとりで生きる」こと
の問題点について考えさせられる機会が増え
ています。また、東日本大震災や熊本地震など
の災害により、「ひとりで生きる」ことの脆さ
が露呈したのではないでしょうか。
　私たちは、周りの人たちのちょっとした気づ
かいや、支え合いの中で暮らしています。あな
たが暮らす地域は、子ども達がふるさとと思え
る地域になっていますか。いまこそ未来に目
を向け、お互い様の気持ちで地域活動に顔を出
してみてはいかがでしょうか。

https://www.city.uji.kyoto.jp/
https://www.facebook.com/ujicity
https://www.youtube.com/user/ujicity
https://www.shinsei.elg-front.jp/kyoto/uketsuke/sform.do?acs=180115shiseidayori

